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東亜天文協會
☆遊星面誤報皆PLANETS　　　課長・伊達英太llB（E．・D。te，　Presid・nt）

　火星協同観測は別項連載の如くで好成績を畢げ得た事は御同慶にたえない．

　火星以外に現在迄報告された遊星表面のスケッチは下記の如くである。

奮　籍　畜　鐘　讐　　　計
Td　1　Hz　i　Tm　i　Wt　F　Wh　1　Ss　1　Total

星
三
星
計

金
木
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合

Venus 3 5 0 0 1 0 9

JUpiter 11 8 0 1 1 1 22

Saturn 3 0 1 1 0 0 5

Total 17 13 1 2 2 1 36

　これは三三三二に依るスケッチであるが，これ以外に木遜翻瀾部長からは32糎

反射のカセグレン・ニユll・ン焦黒占に依る火木土星の美しい爲眞を逡附され，瀧

田疑は15糎反射に18粍ケルナ・アイビ1スを使用して巧に木星金星を撮影され

た．瀧田氏の眼硯及爲眞の比較親旧は頗る興味あるもので，いつれ時期を見て

口書に獲表の豫定である．この種の試みは，永績される事に依って高く六出さ

れるのであるから，是非今後も，一三と覗歌の許す限り績けて頂き度い．

　金星，木星共に二二的の記録では二二にまとめる事も不可能となり，切角の

貴重な槻測も持ち腐れとなるおそれが多分にあり，是非，一定期間中心績して

スケッチされる’魔�]むもので，これは，太陽六二の相封歎と同様，一人丈け

の努力でなく，二人のメンバ1によって，欠測の日を出來得る限り少くする様

子むべきで，この意味から課長の立場として，内遊星と火星と木・土星との3分

科に分割され，各科に適當なる幹事を置く制度に憂更されん事を切望するもの

である．伺，金，木，土各星のスケ。チは火星報告終了後適當に口縮として獲

表の豫定である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一17．7．3一

☆太陽課　SUN　　　　　　　　　　　幹事大石辰次　（里Oisi，　Secretary）

　遣加報国　編輯部との蓮絡上十目の締切を嚴卜して居りますから其後到着の

報告は從來通り翌月の本欄で略報します．豫め此のことを御諒承下さい．

　金田伊三吉氏（五月分）　日歎25日　相封敷準均24



307報四部測天界255

Sun－spot　Relative一　Nos．，　May，　1942．太陽黒円i亭亭亭亭警（！942年六月）
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　観測散況　一年を通じて最も天候を懸念する季節であるが，本月は保積，金

田爾氏の御奮戦によって見事之を克服し得たのは，誠に貴重な努力であって，

観測時刻の不統一は之の間の苦心を明に物語って居る．シ1イングは之に反し

て例年の如く良好と考へられる．

　黒三景深　保積氏の観測から推定すれば，無回避．日は12日を数へ，金田氏の

報告も之に接近して居る．7日西孚球で突護の群は11日西波前に浩失し，17日

東現の群は28日西堂し，外に二陣が動く短期間出諭したが目立たなかった．要

するに極小期に入った諜であって，今後直に活氣付くか或は更に績くか．現在

の課員諸氏の大牛が初めて迎へた極小期であって，新しい経験である．欲子日

は25日目1日だった．

　緯　　渡　沓掛氏に依れば電命球にて10。と5。の二三，南100の三群があった．

　雑　報六月11日太陽黄径800で入梅となり，爾後曇雨天連績し，相當攣型

の天候で之も黒黒占の作用とも思考されます．他に天然現象で範士の廣狡に差異

はあるが，藪三障に珍しい結果が各：方面に獲見されると面内されます．我kは

斯る：方面の観察も怠ってはなりますまい．

☆流星課たよIJ　METEORS（129）課長小話孝二鄭（K．　1〈omaki，　President）

　九月に翻ると流星は急に少くなるが，それでも一年の平均藪よりは多い．顯

著な流星群はないが，次のものがその出現を豫想される．
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　前回報告後，東京市の栗原正雄氏から，本年上学期の観測を受取つた．毎月

の観測歎は下の如し．

回 数障髄（分） 流　星　数

四
五
六

月
月
月
月
月
月

0
1
3
7
ρ
O
r
D

1 330

60

140

365

160

100

2
0
1
「
D
ハ
0
1

1
　
　
　
1


